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4 分の 1 は日本人に消費されている。日本は世界最大のマグロ消費国である。 
取引に関しては、中央卸売市場のデータによると、マグロの取扱金額の変動は他の魚類と違い、
かなり変動している。数字で見ると、東京都中央卸売市場の卸売価格の例を挙げ、2006 年データ
によると、生鮮マグロが 1936 円/kg～3544 円/kg の間で、冷凍マグロが 2628 円/kg～3282 円/kg の
間で変動していて、変動幅がそれぞれ 1608 円/kg と 654 円/kg である。これに対して、マグロの取
扱業者がマグロ輸送・加工にかかる流通コストについては、生鮮マグロと冷凍マグロそれぞれ 400

















































































 表 2.1 と図 2.1 は五つの国際管理機関を表している。それぞれ担当する海域が決められている。 
     表 2.1 マグロ国際管理機関 
 








     図 2.1 各国際機関の管理海域 































  日本のマグロ漁船は動力船のみであり、1966 年に 2862 隻であり、ピークを迎え、その後、
減り続け、現在(2009 年)にはピーク時期の約 1/3 の 1000 隻となった。また、1975 年までに木船が
主役であり、その年に FRP 製漁船が現れた、そのきっかけで、木船が減尐し、2004 年に完全にな
くなり、FRP 製漁船がメインとなった。(図 2.2)  
 
     図 2.2 マグロ漁船の隻数 
   資料：農林水産省図書館ホームページ漁船統計表総合報告を基に作成 
 
 トン数別でみてみる。 
 5t 未満のマグロ漁船については、1975 年までに、木船しかなかった。同じ年に、FRP 製漁船が
現れてから、木船は徐々に尐なくなり、1987 年に完全になくなった。FRP 製漁船は当初の 23 隻
から、徐々に増加し、2009 年に 40 隻に維持している。鋼船はほとんどなかった。(図 2.3) 
 
     図 2.3 5t 未満マグロ漁船の隻数 
   資料：農林水産省図書館ホームページ漁船統計表総合報告を基に作成 
 
 5t 以上のマグロ漁船については、1970 年までには、木船がメインとなっていたが、その後、鋼
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船がメインとなった。1976 年には、FRP 製漁船が現れ、2004 年に木船がなくなり、鋼船も減尐し
つつである。1999 年から、FRP 製漁船がメインとなってきた。(図 2.4) 
 
     図 2.4 5t 以上マグロ漁船の隻数 


































10 万トンから徐々に増加し、2000 年に 20 万トンぐらいまでに伸びってきた。メバチマグロは 1950
年代に 1 万トンしかなかったが、2000 年までに 43 万トンぐらいに増加した。キハダマグロは 1950
年に 10 万トンぐらいあったが、条々に増加し、1970 年代から急上昇している。2000 年に 100 万
トンを超え、圧倒的に多いことが分かった。(図 2.5) 
 
    図 2.5 世界マグロの漁獲量 



















れ 7 万 t と 5 万 t クぐらいで、60 年代にピークを迎えた後、徐々に減っており、80 年代に 2 万 t





られた。その他のマグロの漁獲量は大体 2 万トン前後で変動しているが、90 年代後半から減り続
き、1 千 t ぐらいになった。(図 2.6) 
 
     図 2.6 日本のマグロ漁獲量 
























図 2.7 世界マグロ漁獲量における日本漁獲量の割合 
  資料：マグロ統計データベース 農林水産省 漁業・養殖業生産統計年報を基に作成 
    
 
     図 2.8 世界のマグロ漁獲国数推移 








  マグロの輸入量については、2001 年までに、15 万 t 前後に維持していたが、2002 年から一気
に 32 万 t になった。原因としては、2001 年までには、メバチマグロ、クロマグロとミナミマグロ




     図 2.9 日本マグロ輸入・輸出総量 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
 
次に、種類別で見てみよう。  
輸入量については、びんながマグロが一番尐なく、2000 年までには 2 千 t 前後で、安定してお
り、2000 年からは徐々に増加し、2008 年に 8000t を超えた。クロマグロとミナミマグロは 8 千万
t～1.5 万 t の間で変動している。メバチマグロは 2002 年から急減尐している。同じく、キハダマ
グロは 2006 年から急減尐している。 
 輸出量については、輸入量と比べ、変動が穏やかである。クロマグロの輸出はほとんどない。




     図 2.10 マグロ種類別輸入総量 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
 

















まずは、生鮮マグロをみよう。1988 年統計の 30 万 t から 1995 年の 70 万 t ぐらいまでに急上昇し
ており、その後徐々に減っていき、2001 年に何かの原因で一気に 37 万 t ぐらいに落ち、その翌年
すぐに戻り、2008 年までに減り続いている。(図 2.12) 
 
     図 2.12 日本の生鮮マグロ年間輸入総量 








     図 2.13 日本の生鮮マグロ種類別輸入量 







    表 2.2 生鮮マグロ魚種別輸入国順位 
 





































図 2.14 日本の冷凍マグロ種類別輸入量 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
 
 冷凍マグロ種類別の輸入量については、キハダマグロとメバチマグロは 10 万 t 前後に対して、
にびんながマグロ、クロマグロとミナミマグロは 1 万 t 未満で、非常に尐ない。メバチマグロは
急減尐しているのが分かった。(図 2.15) 
 
図 2.15 日本の冷凍マグロ種類別輸入量 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
 
 冷凍マグロ輸入国については、びんながマグロは上位 3 カ国が 7 割近くを占めている。キハダ
15 
 
マグロは台湾と韓国が 7 割を弱占めている。キハダマグロは台湾のみで 6 割を占めている。クロ
マグロはクロアチアが 5 割ぐらいを占めている。ミナミマグロはオーストラリアが 8 割を占めて
いる。(表 2.3) 
表 2.3 冷凍マグロ魚種別輸入国順位 
 



































 生鮮マグロの輸出総量については、1990 年に 1.5 万 t があり、ピークに迎えた後、徐々に減尐
している。2008 年に 3500t までに落ちてきた。漁獲量が減尐しているのが大きいな要因と考えら
れる。(図 2.16) 
 
図 2.16 日本の生鮮マグロ年間輸出総量 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
 
 日本の生鮮マグロ種類別輸出量については、生鮮キハダマグロの輸出量は一番多く、3 千 t 前後
で変動している。その次はキハダマグロである。2 千 t 前後で変動している。びんながマグロ、ク
ロマグロとミナミマグロは 100t 未満で非常に尐ない。(図 2.17) 
 
図 2.17 日本の生鮮マグロ種類別輸出量 







マグロはアメリカ半分以上を占めており、アメリカ、中国と香港 3 つの地域が 9 割を占めている。
ミナミマグロはシンガポールと香港はほぼ半分ずつである。(表 3.4) 
表 2.4 生鮮マグロ魚種別輸出国順位 
 



































 冷凍マグロの輸出総量については、1.2 万 t～5 万 t の間で激しく変動している。(図 2.18) 
 
図 2.18 日本の冷凍マグロ年間輸出総量 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
 
 日本の冷凍マグロ種類別輸出量については、冷凍びんながマグロの輸出量は一番多いが、一番
変動が激しい。次に、キハダマグロとメバチマグロはそれぞれ 5 千 t ぐらいと 4 千ｔぐらいで変
動している。クロマグロとミナミマグロは非常に尐ない。(図 2.19) 
 
図 2.19 日本の冷凍マグロ種類別輸出量 








タイが 7 割を占めている。メバチマグロはタイが 8 割以上を占めている。クロマグロは韓国が 7
割弱を占めている。ミナミマグロは韓国が 7 割弱を閉めており、韓国と中国の 2 つの国でほとん
ど全部を占めている。(表 2.5) 
表 2.5 冷凍マグロ魚種別輸出国順位 
 



































 日本における国内マグロ漁獲量の割合については、2001 年までには国内漁獲量は全体の 7 割を
閉めており、ほぼ安定している。2002 年から、その割合は 45％ぐらいに落ちてきており、2007
年に再び 60％弱までに伸びってきた。(図 2.20) 
 
     図 2.20 日本における国内マグロ漁獲量の割合 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
 
 図 2.21 は日本における国内マグロ魚種別漁獲量の割合を占めしている。(2001 年までには、メ
バチマグロ、クロマグロとミナミマグロの輸入データがないため、割合は表示されていない。) 
 
     図 2.21 日本における国内マグロ魚種別漁獲量の割合 

















     図 3.1 マグロ従来の流通経路 




























カタログ通販、ネット通販も現れている。マグロ流通は多チャンネル化となっている。(図 3.2)  
 
図 3.2 マグロ現在の流通経路 
   資料：筆者作成 
















     表 3.1 生鮮マグロ水揚量の上場・非上場区分 
 
   資料：「マグロの流通と魚価形成」 
 
     表 3.2 冷凍マグロ水揚量の上場・非上場区分 
 





















































らと見られる。その流通環境の変化とは以下の 7 点を挙げられる。 
【1】輸入水産物の増加 









 表 3.3 と表 3.4 は水産物中央卸売市場の取引形態を表している。 
マグロの実態を表す資料が見つからなかったので、ここ水産物全体のデータを挙げているが、
セリ・入札、委託集荷の割合が年々減っていることが分かった。 
     表 3.3 中央卸売市場の取引形態（セリ・入札割合） 
 











表 3.4 中央卸売市場の取引形態（委託集荷割合） 
 










がある。(図 3.3)  
 
図 3.3 消費者の魚介類購入先の変化 





















































 M 水産会社は東京都にある主にマグロの畜養・輸出入・国内販売業者である。資本金が 4500
万円ぐらいの中小企業である。 
 







   図 3.4 M 水産会社の生鮮マグロの流通経路 
   資料：M 水産会社へのヒアリングを基に作成 
 
 
   図 3.5 M 水産会社の冷凍マグロの流通経路 









     表 4.1 仕入金額に対する販売金額の割合  単位：％ 
 






























て挙げられる。(図 4.1)  
 
図 4.1 メバチマグロの段階別流通経費の割合 
   資料：｢遠洋まぐろ延縄漁業プロジェクト改革計画【変更】｣ 
 
 図 4.1 から分かるが、生産者である漁業者の受取金額の割合は小売価格のわずか 30％であり、
一番多く占めているのは小売業者である。原因としては、漁獲されたマグロは、通常、産地出荷





























   表 4.2 M 水産会社の生鮮マグロの流通経費 
 
  資料：M 水産会社へのヒアリングを基に作成 
 
   表 4.2 M 水産会社の冷凍マグロの流通経費 
 



































































































今回の検討にあたって、農林水産省ホームページに公開されている 2004 年～2006 年のマグロ
全国 7 都市の中央卸売市場の取扱量及び卸売価格のデータに基づいて、分析を行った。（公開され








































各都市の中央卸売市場の年間取扱量を表 6.1 に示す。 
マグロのトータル取扱量については、2006 年のデータを見てみると、全国の中で、東京が年間
18230t で、2 位である大阪がわずか 2487t である。東京はその 7.3 倍ぐらいで、全国取扱量の 63.3％
を占めており、圧倒的に多いことが分かる。次に、名古屋、横浜、札幌、仙台と神戸の順番で、
神戸が 325t で極端に尐ないほか、それ以外の都市には大きい差がないとみられる。 
 4 年間で見ると、上位の三位である東京、大阪と名古屋は変わらない。東京都中央卸売市場は
圧倒的に多いことは間違いない。 
      表 5.1 マグロ年間取扱量                  単位：t/年 
 
   資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
生鮮・冷凍別で見ると、順位が変わってくる。 生鮮だけだと、札幌は 962kg で名古屋、横浜を
抜いての 3 位となっている。そして、横浜が 4 位で、名古屋が 5 位となっている。冷凍はトータ
ルの順位にほとんど変わらない。(表 6.2 と表 6.3) 











順位 取扱量 順位 取扱量 順位 取扱量 順位 取扱量
東京 ① 21380 ① 21,007 ① 20,410 ① 18,230
大阪 ② 2634 ② 2,789 ② 2,925 ② 2,487
名古屋 ③ 2010 ③ 2,222 ③ 2,285 ③ 2,204
横浜 ⑤ 1774 ④ 2,093 ④ 2,187 ④ 1,785
札幌 ⑥ 1665 ⑥ 1,781 ⑤ 1,704 ⑤ 1,291
仙台 ④ 1816 ⑤ 2,001 ⑥ 1,466 ⑥ 1,285
神戸 ⑦ 358 ⑦ 422 ⑦ 406 ⑦ 325
都市
2004年 2005年 2006年2003年
順位 取扱量 順位 取扱量 順位 取扱量 順位 取扱量
東京 ① 4670 ① 5632 ① 5812 ① 4,986
大阪 ② 1255 ② 1502 ② 1464 ② 1,048
名古屋 ⑤ 872 ⑤ 1163 ⑤ 1169 ④ 945
横浜 ④ 886 ④ 1178 ④ 1185 ④ 945
札幌 ③ 1163 ③ 1313 ③ 1281 ③ 962
仙台 ⑥ 867 ⑥ 1012 ⑥ 860 ⑥ 624





表 5.3 冷凍マグロ年間取扱量                単位：t/年 
 
   資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
図 5.1は各都市の中央卸売市場が取扱量に占めるマグロの生鮮と冷凍の割合を示している。 東
京は生鮮マグロが 3 割未満に対し、冷凍マグロが 7 割以上占めている。それと正反対なのは札幌




図 5.1 扱う生鮮マグロと冷凍マグロの割合 
   資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
次に、年間の変動を見てみよう。2003 年～2006 年の各都市の卸売市場の年間取扱量を生鮮マグ






順位 取扱量 順位 取扱量 順位 取扱量 順位 取扱量
東京 ① 16710 ① 15,375 ① 14,598 ① 13,244
大阪 ② 1379 ② 1,288 ② 1,461 ② 1,439
名古屋 ③ 1138 ③ 1,059 ③ 1,116 ③ 1,259
横浜 ⑤ 888 ⑤ 916 ④ 1,002 ④ 840
札幌 ⑥ 502 ⑥ 468 ⑥ 423 ⑥ 329
仙台 ④ 949 ④ 989 ⑤ 606 ⑤ 661







図 5.2 中央卸売市場生鮮マグロ取扱量 
  資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
図 5.3 中央卸売市場冷凍マグロ取扱量 















 次に、月平均卸売価格を見てみよう。この 4 年間で、生鮮マグロでも、冷凍マグロでも、2006
年の卸売価格が一番高いことが分かる。また、マグロは生鮮と冷凍別で、卸売価格の順位が異な
る。例えば、2006 年のデータで、東京の月平均卸売価格は、生鮮マグロが 3289 円で、7 都市中の
首位であるが、冷凍マグロが 2552 円で 6 位である。また、基本的に冷凍マグロの卸売価格が生鮮
マグロより高いが、東京と仙台は生鮮マグロのほうが高い。(表 5.4、表 5.5) 
表 5.4 生鮮マグロ月平均卸売価格    単位：円/kg 
 
      資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
表 5.5 冷凍マグロ月平均卸売価格    単位：円/kg 
 















順位 卸売価格 順位 卸売価格 順位 卸売価格 順位 卸売価格
東京 ① 3,037 ① 2,836 ① 2,798 ① 3,289
大阪 ③ 2,934 ② 2,616 ③ 2,546 ③ 3,017
名古屋 ⑥ 2,582 ⑤ 2,330 ⑦ 2,226 ⑦ 2,530
横浜 ⑤ 2,714 ⑥ 2,290 ⑥ 2,359 ⑥ 2,661
札幌 ④ 2,763 ④ 2,439 ④ 2,502 ④ 2,923
仙台 ⑦ 2,368 ⑦ 2,184 ⑤ 2,371 ⑤ 2,852
神戸 ② 3,004 ③ 2,556 ② 2,612 ② 3,036
2005年 2006年2004年2003年
都市
順位 卸売価格 順位 卸売価格 順位 卸売価格 順位 卸売価格
東京 ⑥ 2,269 ⑥ 2,303 ⑤ 2,285 ⑥ 2,552
大阪 ① 3,112 ① 3,273 ⑥ 2,156 ① 3,471
名古屋 ② 3,048 ③ 2,900 ① 2,917 ③ 3,296
横浜 ⑤ 2,653 ④ 2,611 ④ 2,575 ④ 3,109
札幌 ③ 2,793 ⑤ 2,522 ③ 2,613 ⑤ 3,106
仙台 ⑦ 1,524 ⑦ 1,760 ⑦ 1,914 ⑦ 2,003









取扱量と卸売価格の変動を見るためには、7 都市 4 年間月平均のデータを見てみてみよう。 









 (図 6.1～図 6.7) 
 
図 6.1 東京都中央卸売市場取扱量及び卸売価格 





図 6.2 大阪市中央卸売市場取扱量及び卸売価格 
   資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
 
図 6.3 名古屋市中央卸売市場取扱量及び卸売価格 

















図 6.4 横浜市中央卸売市場取扱量及び卸売価格 
   資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
 
図 6.5 札幌市中央卸売市場取扱量及び卸売価格 















図 6.6 仙台市中央卸売市場取扱量及び卸売価格 
   資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
 
図 6.7 神戸市中央卸売市場取扱量及び卸売価格 






















     図 6.8 東京都中央卸売市場における国内生鮮マグロ種類別価格変動 
   資料：東京都中央卸売市場 市場取引情報を基に作成 
 
 
     図 6.9 東京都中央卸売市場における輸入生鮮マグロ種類別価格変動 





     図 6.10 東京都中央卸売市場における冷凍マグロ種類別価格変動 

































～2006 年 4 年間のデータで作られたグラフを図 7.8 と図 7.9 に示す。 
 
図 6.11 2003 年～2006 年生鮮マグロ月取扱量と月平均卸売価格の関係 
     資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
 
図 6.12 2003 年～2006 年冷凍マグロ月取扱量と月平均卸売価格の関係 













-1 から 1 の間の実数値をとり、1 に近いときは 2 つの確率変数には正の相関があるといい（X








～図 6.16)  
 
































































































































図 7.1 マグロの流通経路 









































































 下記の表は、仙台県にある港の場合、各中央卸売市場におけるマグロの出荷量が 1kg の時利益
と経費を示している。 
         表 7.1 仙台県にある港における販売利益の算出 
 
        資料：筆者作成 
 














         表 7.2 仙台県の漁港における最大利益の出荷方法 
 
          資料：筆者作成 
 
 この図から、大阪市中央卸売市場ではなく、1kg 当たりの利益が 4 位である仙台市中央卸売市
場に全部冷凍マグロで出荷することによって、5.53 億円ぐらいの最大な利益を得られるという結
果となった。なぜかというと、今回の設定で、使える資金が限られている。大阪の 1kg あたりの











 表 7.3 は 32 ヶ所の港の検討結果を示している。 
     表 7.3 最大利益の出荷方法 
 
     資料：筆者作成 
 


























































































図 7.2 マグロの流通経路 


























2211 PWPWP                     ・・・式 7.3 
P ：総利益[円/年] 
W1：生鮮マグロの出荷量（仕入量）[kg/年] 
P1：生鮮マグロの 1kg あたりの期待利益[円/kg] 
W2：冷凍マグロの出荷量（仕入量）[kg/年] 





生鮮マグロの 1kg あたりの期待利益（P1[円/kg]） 
＝ 卸売価格 － 仕入価格 － 空港までの輸送費用 － 市場までの輸送費用 
 ＝ 卸売価格（μ1[円/kg]） － 出荷単価（C1[円/kg]） 
 
冷凍マグロの 1kg あたりの期待利益（P2[円/kg]） 
 ＝ 卸売価格 － 仕入価格 － 港までの輸送費用 － 冷凍倉庫までの輸送費用 
   － 冷凍倉庫での保管費用 － 市場までの輸送費用 















































式における w が Wminである。 
















































が最適だと思われる。(図 7.3、図 7.4) 
 




図 7.4 2003 年～2006 年青森県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 









央卸売市場に出荷したほうが最適だと思われる。(図 7.5～図 7.8) 
 
図 7.5 2003 年～2006 年岩手県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差  
    資料：筆者作成 
 
 
図 7.6 2003 年～2006 年宮城県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 





図 7.7 2003 年～2006 年秋田県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.8 2003 年～2006 年山形県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 


















に出荷したほうが最適だと思われる。(図 7.9～図 7.14、図 7.18) 
 
図 7.9 2003 年～2006 年福島県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.10 2003 年～2006 年茨城県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 





図 7.11 2003 年～2006 年千葉県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.12 2003 年～2006 年東京都の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 




図 7.13 2003 年～2006 年神奈川県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.14 2003 年～2006 年新潟県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 





図 7.18 2003 年～2006 年静岡県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 









れる。(図 7.15～図 7.23、図 7.25～図 7.27) 
 
図 7.15 2003 年～2006 年富山県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 




図 7.16 2003 年～2006 年石川県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.17 2003 年～2006 年福井県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 






図 7.19 2003 年～2006 年三重県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.20 2003 年～2006 年京都府の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 





図 7.21 2003 年～2006 年和歌山県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.22 2003 年～2006 年鳥取県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 




図 7.23 2003 年～2006 年島根県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.25 2003 年～2006 年徳島県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 





図 7.26 2003 年～2006 年愛媛県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.27 2003 年～2006 年高知県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 

















うが最適だと思われる。(図 7.24、図 7.28～図 7.34) 
 
図 7.24 2003 年～2006 年山口県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.28 2003 年～2006 年福岡県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 





図 7.29 2003 年～2006 年長崎県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.30 2003 年～2006 年熊本県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 





図 7.31 2003 年～2006 年大分県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.32 2003 年～2006 年宮崎県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 





図 7.33 2003 年～2006 年鹿児島県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.34 2003 年～2006 年沖縄県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 













 リスク最小化の検討結果をまとめると、表 7.4 のようである。 
 
 表 7.4 リスク最小化検討結果 
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